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古いグラボから
買い替えたい！

SAPPHIRE Ra
deon R7 260X

ショート基板モデ
ルを検証！



SAPPHIRE より Radeon R7 260X 搭載のショート基板モデルが発売された。
搭載メモリが１GB、２GBモデルが用意されている。ボード長は、177mmで先
に発売されているモデル（11222-00-20G/SA-R7260X-2GD5OCR01）より
38mm短くなっている。これにより、ケース内の取り回しやすさや空気の流れに
大きく貢献する。MicroATXのPCケースにベストマッチするグラフィックスボー
ドである。

製品仕様

１GB
GDDR5

2GB
GDDR5

™



SAPPHIRE Radeon R7 260X ショート基盤モデルと 2世代前、３世代前の
Radeon グラフィックスボードと3DMark Fire Strike のスコアと3DMark 時の
システム全体の最大消費電力を調べた。
Radeon HD5870は、2009年 9月に発売された世界初のDirectX 11 対応ハイ
エンドグラフィックスボードである。当時、どこよりも早く、DirectX11 に対応
でAMD（ATI）の技術力の高さに驚かされた。
Radeon HD6870 は、DirectX11 対応第 2世代として発売さたハイエンドグラ
フィックスボードである。さらにハイエンドクラスに上位モデルとしてRadeon 
HD6970（発売当時の価格：45,000円位）があった。
旧製品との性能比較のグラフを参考に同じような旧製品を今つかっているならば、
買い替え時期を見極める目安にしてほしい。

CPU: Intel core i7-4790 / MB: Z97 GAMING 7
RAM: DDR3 1600MHz 4GBx2 (Crucial BLT2KIT4G3D1608DT2TXOB)
OS: Windows 7 Professional 64bit / ディスプレイドライバ Calyst Control Center 14.4

テスト環境

※ベンチマークスコアは、環境により変わります。ベンチマークスコアを保証するもではありません。

Radeon HD6870は、ハイエンドクラスといえども下の方のレンジであるため、Radeon HD5870にスコアは下回った。現行のミ
ドルレンジグラフィックスボードのRadeon R7 260Xが勝利した。旧製品のハイエンドモデルは、現在販売されているミドルレン
ジのRadeon R7 260Xの性能より劣るという結果になった。

3DMark Fire Strike のスコア差より、驚かされたのがシステム全体の最大消費電力である。ハイエンドグラフィックスボードの位置
付けではあるが、3DMark Fire Strike のスコアが低く消費電力がかなり高いのでは、あまりにも無駄である。この消費電力の差を見
ればRadeon R7 260Xに買い替えたくなる結果である。

システム全体の最大消費電力

3DMark Fire Strike スコア

3363

3072

3656

228

194.8

165.7

発売当時の価格：49,000円位 発売当時の価格：25,000円位



SAPPHIRE Radeon R７ シリーズ ラインナップ

SAPPHIRE 最新情報は、Ｗｅｂで！
http://www.sapphiretech.jp

問い合わせ先：株式会社アスク
    http://www.ask-corp.jp
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